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＜連絡事項＞

・　2/2（水）院内研修実施

· 古村　優子　様～来週よりデイケア利用予定（月・水）

3週間に一度の水曜日に外来受診（その日はデイケア欠席）予定

母様はエアロビ等の運動への参加と対人交流技能の向上を希望している様子。
＜事例検討＞

川村　亨　様（57）統合失調症　デイケア利用：週5回　利用期間：1年2ヶ月

検討事項

· 治療計画の評価と見直し

治療計画

①衣類管理や自室の掃除など、家族へまかせっきりとなっている部分が多い為、最低限の事は自分で

　行う事が出来るようになる。

②口臭強く、入浴も不定期で行っている為、青陽館を利用して身体の清潔を保つ事が出来る。

検討内容

· 現在、母様・弟様と同居しており、弟様との関係性は不良である。母様は南陽館を利用中であるが、

日頃から本人様の身のまわりの世話をしている。母様としては本人様に自分の事は自分で行なえ

るようになって欲しいと願っている様子。

· 母様の負担軽減に向け、2月中にケース検討会開催予定。

· 青陽館の浴室・洗濯機の利用を促すが、本人様は笑みを浮かべるのみで利用する事はない。

· 入浴は週1回、銭湯へ行っているとの事。

· 口臭に関し、本人様としては以前より軽減したと話しているが、喫煙もしており口臭は継続して

見られる。

· 日常生活プログラムへの参加を促しているが、そこで学んだ事を実践する様子は見られない。

· 母様が本人様の今後の生活に対し不安感を抱いている事を伝えるが、曖昧な反応を示すのみである。

· 本人様としてはダイエット（－8㎏）をしたいとの要望がある。

・　最近は笑顔で発言したり、他者と交流をもてるようになってきた。
検討結果

· ①②は継続。

· 将来的に単身生活となった場合のイメージを持って頂き、今後に備えて自身が何を準備していかなければならないのかを明確にしていく。

· 青陽館での入浴や洗濯の利用法を一度体験して頂き、その後の継続利用へと繋げていく。

· エアロビ等の運動時、動きが小さい場合には大きく動くよう促していく。

＜利用者様情報＞

上川原　豊　様～10時開店の店に行く為デイケアは遅刻するとの内容で電話がある。いつもより遅れて来所し、「今日行きたかった。」と話される。できるだけ私用はデイケア利用日以外で済ませるよう説明している。

田向　玲美　様～交際相手が寺の修行に4年間行く為、会う事が出来なくなると泣きながら話す事がある。その間の過ごし方についてどうしたらよいか検討を促している。

大久保　律子様～本日の入浴時、緊急コールブザーを鳴らす事がある。右下腿のかさぶたが取れ「血がでてピンチだった。」と話し、判創膏が欲しかった為に鳴らしたとの事。ブザーの使用法について説明するが、笑って聞き流している様子が見られる。

田中　一　　様～両足の陥入爪が化膿し痛いと訴える事がある。運動プログラムでは力強く足踏みする事ができ、支障はみられない。履物を検討するよう伝えるが「何を履いても同じです。」と話される。

馬渡　武光　様～レクリエーションには参加しているが、その後のエアロビ時には右肩痛を訴え椅子に座り見学する事がある。体重管理中であり運動が行えない場合は食事制限も検討する必要がある事を伝えると、運動を再開している。

田中　正士　様～昨日の入浴時、一緒に入浴していた他者が心配し緊急コールブザーを鳴らす事がある。本人は浴室床に腹臥位でおり、「大丈夫、ただ寝てただけ。」と話される。他者からの情報では、浴槽に入っている際に声をかけたが反応がなく、その後自らふらつきながら立ち上がり床へゆっくりと腹臥位になったとの事。バイタルに異常はないが発汗多量で水分補給を促している。スタッフが確認した所、湯温が高めであり入浴時間がいつもより長めであった事が判明する。過去に浴室で溺れた事のある方であり、今後は火・木曜日の入浴利用とし、一緒の入浴メンバーの検討と定期的な巡回を行ない対応していく。

中居　美津子様～昨日、他メンバーから携帯電話を借りてどこかに電話をかけている事がある。「確認の電話・・・。」と詳細については話そうとせず、「確認し忘れた事がある。」と、再度借りようとする事がある。青山荘の電話を利用する事が出来る旨を説明するが「いいです。」と断っている。

＜外来情報＞

繁名　和恵　様～2/1朝食時、「喉や胸がヒリヒリ痛くて食べれず、薬が飲めない状態だった。その

後ﾃﾞｲｹｱに行き、薬を飲まないとと思い、CCレモンを電子レンジで温めて飲んだ。幻

聴や幻視はないが体の調子が悪く、風邪をひいている。疲れやすく、少ししか食べ

れていない。排便がなくて腹痛がある、お腹が苦しくてしょうがない。お腹を減ら

して下さい。」と訴える。腹部触診、グル音聴取している。腹部単純レントゲン施行。

所見にて腸閉塞なくガス像みられ、腹部症状は徐々によくなる事を説明している。

カマ追加処方し、シンラック滴下数は普段11滴との事で、30滴程度使用しても構わ

ないと説明している。1/31風邪のため伏谷内科に受診しPL顆粒処方されているが、

その後は内科受診せず当院からの処方を希望されている。鼻汁のみ訴えあり、同内

容で5日分処方ある。

清水頭　翼　様～皿洗いの家事を手伝っているとの事。夜間の睡眠は安定し他の症状も特に変わりは

ない。

板橋　利美　様～カレーを食べて胸やけし指を入れて吐いた事があったが最近は改善しているとの事。

夜間４、５回中途覚醒あると訴えるが、薬剤調整はない。散歩は継続的に行なって

いるとの事。

豊川　明男　様～外来日のデイケア利用時間が短い事を指摘され、「休みたい。」と訴える事があった

との事。主治医より継続して利用するよう説明している。自分の下着の臭いについ

て「魚が腐ったような臭いがするから、トイレットペーパーを厚くはさんでいる。」

と話される。診察中にも「すっぱい臭いがすると思いますが。」と話され、担当医よ

りしない事を説明している。

大久保　康弘様～幻聴は気にならないが、最近睡眠が乱れており、眠剤を20：30に服用したら夜中の

2～3時に覚醒しその後は起きている事があったとの事。今週月曜日からは0時頃に

寝て6時には起床しているとの事。

本多　富美　様～この1週間調子は安定しており、自宅の階段に滑り止めをつけたとの事。旅行の事

は詳しく決まっていないと話す。うみねこ幸房は4月から利用予定。

青木　紀子　様～入眠しづらく朝起きれないと話され、ハルラック増量となる。空腹感があり反動で

水分をたくさん摂ってしまうと話され、炭水化物を減らす事で体重増加を抑えられ

る事を説明している。
川口　尚良　様～空腹時に菓子パンを食べてしまうと話され、体重増加とならないよう減らすよう指

導ある。体重76.0kg（1/26より-0.4kg）
四戸　冷子　様～デイナイトケアでの食事（昼・夕）を低炭水化物食への変更を検討するよう指示が

ある。栄養士と相談した所、地域まで低炭水化物食を提供するとなると日清スタッ

フが対応しきれない可能性がある為、慣れてきた頃に地域へも提供していけるよう

検討するとの事。
＜勉強会＞

当院入院患者様が通所利用を希望される場合

Ａ　利用希望

Ａ－１　担当医の指示

1 主治医より退院後の通所利用の指示を受ける。

2 退院療養計画会議にて、病棟スタッフより患者様の情報提供を受ける。

3 病棟スタッフに、患者様の担当医に「デイケア／デイナイトケア／ナイトケア指示箋」を作成していただくよう依頼する。

4 病棟スタッフに「紹介状（情報提供書）」の作成を依頼する。

Ａ－２　見学日時の調整

1 「指示箋」「紹介状（情報提供書）」の各書類が揃ったら、病棟スタッフを通じて本人様の通所見学の日時を決める。

Ｂ　見学

Ｂ－１　見学・説明

1 病棟スタッフと見学していただく。

2 デイケア／デイナイトケア／ナイトケアのうち対象となる部門の活動内容、時間、費用を説明する。

Ｂ－２　担当医の指示

1 見学後、担当医と見学した感想や印象を再度話し合い、利用の目標や目的を明確にして、治療上効果があるかよく相談していただく。

Ｂ－３　正式利用申込みの手続き

1 本人および保護者に「通所申込書」「利用規約」「同意書」を説明、記入していただく。「紹介状（情報提供書）」以外に必要な事項があれば、本人および保護者に聴取する。

2 病棟スタッフを通じて、担当医に「食事指示箋」を作成していただく。

3 担当医より「食事指示箋」が出た後、栄養士より確認印をもらう。１部コピーし、原本は栄養士に渡す。

Ｃ　正式利用開始

1 「指示箋／主治医意見書」「通所申込書」「利用契約書」「食事指示箋」がすべて揃った時点で、正式利用可能となる。

2 本人や担当医の要望を検討した上で、正式利用開始日を調整する。
＜当院外来患者様が通所利用を希望される場合＞

Ａ　利用希望

Ａ－１　担当医の指示／相談

1 通所利用の希望を外来担当医と相談していただく。

2 外来担当スタッフより、通所利用希望がある患者様の情報提供を受ける。

Ａ－２　見学日時の調整

1 外来担当スタッフを通じて本人様の通所見学の日時を決める。

Ｂ　見学

Ｂ－１　見学・説明

1 家族、外来担当スタッフと見学していただく。

2 デイケア／デイナイトケア／ナイトケアのうち対象となる部門の活動内容、時間、費用を説明する。

Ｂ－２　担当医の指示

1 見学後、担当医と見学した感想や印象を再度話し合い、利用の目標や目的を明確にして、治療上効果があるかよく相談していただく。

2 外来担当スタッフに、担当医より利用許可が下りた場合「デイケア／デイナイトケア／ナイトケア指示箋」を作成していただくよう依頼する。

Ｂ－３　正式利用申込みの手続き

1 本人および保護者に「通所申込書」「利用規約」「同意書」を説明、記入していただく。外来より提供された情報以外に必要な事項があれば、本人および保護者より聴取する。

2 外来担当スタッフを通じて、外来担当医に「食事指示箋」を作成していただく。

3 担当医より「食事指示箋」が出た後、栄養士より確認印をもらう。１部コピーし、原本は栄養士に渡す。

Ｃ　正式利用開始

1 「デイケア／デイナイトケア／ナイトケア指示箋」「通所申込書」「利用規約」「同意書」「食事指示箋」がすべて揃った時点で、正式利用可能となる。

2 本人や担当医の要望を検討した上で、正式利用開始日を調整する。
＜当法人施設（青山荘・青風荘）利用者様が通所利用を希望される場合＞

Ａ　　利用希望

Ａ－１　担当医の指示

1 担当医より通所利用の指示を受ける。

2 施設職員に、利用様の担当医に「デイケア／デイナイトケア／ナイトケア指示箋」（あるいは「主治医意見書」）を作成していただくよう依頼する。

3 施設職員より、通所利用希望がある利用者の情報提供（「紹介状（情報提供書）」）を受ける。

Ａ－２　見学日時の調整

1 「指示箋（主治医意見書）」「紹介状（情報提供書）」の各書類が揃ったら、施設職員を通じて本人様の通所見学の日時を決める。

Ｂ　見学

Ｂ－１　見学・説明

1 家族、施設職員と見学していただく。

2 デイケア／デイナイトケア／ナイトケアのうち対象となる部門の活動内容、時間、費用を説明する。

Ｂ－２　担当医の指示

3 見学後、担当医と見学した感想や印象を再度話し合い、利用の目標や目的を明確にして、治療上効果があるかよく相談していただく。

Ｂ－３　正式利用申込みの手続き

1 本人および保護者に「通所申込書」「利用規約」「同意書」を説明、記入していただく。「紹介状（情報提供書）」以外に必要な事項があれば、本人および保護者に聴取する。

2 施設職員を通じて、外来担当医に「食事指示箋」を作成していただく。

3 担当医より「食事指示箋」が出た後、栄養士より確認印をもらう。１部コピーし、原本は栄養グループに渡す。

Ｃ　正式利用開始

1 「指示箋（主治医意見書）」「通所申込書」「利用規約」「同意書」「食事指示箋」がすべて揃った時点で、正式利用可能となる。

2 本人や担当医の要望を検討した上で、正式利用開始日を調整する。

＜他院利用者様が通所利用を希望される場合＞

Ａ　利用希望

Ａ－１　担当医の指示／相談

1 当院外来または通所に、当院の通所利用を問い合わせしていただく。

2 主治医より「紹介状（情報提供書）」「主治医意見書」を当院外来担当医師あてに作成していただき、当院外来を受診していただく。

3 「主治医意見書」については当院指定の書式を使用していただくため、直接来院して取りに来ていただく。直接来院が困難な場合には郵送等で提供する。

4 当院外来担当医に、通所利用の希望を相談していただく。

Ａ－２　見学日時の調整

1 外来担当スタッフを通じて本人様の通所見学の日時を決める。

Ｂ　見学

Ｂ－１　見学・説明

1 家族、外来担当スタッフと見学していただく。

2 デイケア／デイナイトケア／ナイトケアのうち対象となる部門の活動内容、時間、費用を説明する。

Ｂ－２　担当医の指示

1 見学後、担当医と見学した感想や印象を再度話し合い、利用の目標や目的を明確にして、治療上効果があるかよく相談していただく。

2 担当医より利用許可が下りた場合、罹りつけ医院の医師から「主治医意見書」を作成していただくよう依頼する。

Ｂ－３　正式利用申込みの手続き

1 本人および保護者に「通所申込書」「利用規約」「同意書」を説明、記入していただく。本人および保護者より必要な情報を聴取するが、提供された情報以外に必要な事項があれば外来（罹りつけ医院）より聴取する。

2 当院の問診日を決定し、問診日の外来担当医に「食事指示箋」を作成していただく。

3 担当医より「食事指示箋」が出た後、栄養士より確認印をもらう。１部コピーし、原本は栄養グループに渡す。

Ｃ　正式利用開始

1 「デイケア／デイナイトケア／ナイトケア指示箋」「通所申込書」「利用規約」「同意書」「食事指示箋」がすべて揃った時点で、正式利用可能となる。

2 本人や担当医の要望を検討した上で、正式利用開始日を調整する。

